
会 議 録 

 

１  会議の名称            令和２年度第３回社会教育委員会議 

 

２  開催日時              令和３年３月２６日（金）午後７時～８時１５分 

 

３  開催場所              熊取交流センター（煉瓦館） コットンホール 

 

４  議  題       案件１  令和２年度社会教育事業計画（案）について 

案件２ 熊取町公民館・町民会館整備の進捗状況について 

 

５  公開・非公開の別      全部公開 

 

６  傍聴者数              ２人 

 

７  審議等の概要 

 

○案件１について 

    ・令和３年度社会教育事業計画（案）について「生涯学習分野」「文化芸術分野」「運動ス

ポーツ分野」「図書館分野」に分け、主な事業や取り組みの要点の説明を各担当より行な

った。 

 

【委員からの主な意見と質疑】 

 

  ・コロナウイルスの感染が収束しない状況下において「推進体制の整備」として「各関係

機関との連携のもと、情報交換を行い、情報充実に努める」と各分野で記載されているが、

具体例はあるのか 

  →（事務局） 

   スポーツ担当：３月２７日（土）にくまとりスポーツコミッションのジュニアスポーツ

交流事業として ZOOM を使った「オンラインスポーツ教室」を開催。スポーツコミッシ

ョンの方々にご協力をいただき可能となった事業で、感染予防対策にもなり、コロナ禍に

おいても可能なスポーツ振興に繋がる事業だと考える。 

   図書館担当：令和２年度はイベント等の中止に伴い、庁内各部署との情報連携を図った。

特に人権・女性活躍推進課とコラボレーションし、女性問題等様々なテーマで展示等の情

報提供を行った。その他福祉部局とは里親や引きこもり対策等の情報提供、環境課とはフ



ードドライブの受付場所として協力等を行った。 

   文化芸術担当：令和２年度は大きなイベントはほぼ中止となったため、令和３年度は庁

内各部局また各利用団体等と情報交換を行い、感染症対策を取りながらイベント等を開催

し、にぎわい創造を図る。 

   生涯学習担当：各社会教育団体等の事業も中止が多かったが、青年団による駅前清掃等

通常の事業に代わる取り組みを一部行った。令和３年度も各団体の会議等で意見交換し、

事業規模や内容の見直し等を行い、創意工夫しながら取り組む。 

またキャンプ事業については、協力いただいている大阪体育大学とも協議し、宿泊を伴

うキャンプの実施が困難な場合はテーマを変えたデイキャンプを複数回、感染症対策を取

りながら実施する等、一律に中止としないよう検討する。 

 

・スポーツ分野において、指定管理者との連携とは具体的にどういう形で行っているのか 

→（事務局） 

  総合体育館利用者からの要望への対応や大規模なスポーツ大会の招致等は指定管理者

で、施設の修繕等は町でという風にお互いの役割分担を明確にしつつ、担当者会議を行い、

新たな取り組みを提案していただいて、町でバックアップする等、協力関係を築き、連携

を密にする。 

 

・ 図書館の専用貸出端末とはどういったものか 

→（事務局） 

貸出及び返却処理のバーコード読み取り作業を利用者ご自身で行っていただける端末 

 

・図書館でのWi-Fi導入は住民の要望を受けて行うのか。またその他の施設の導入予定はど

うか 

→（事務局） 

アンケート等で要望を何度かいただいている。図書館全館ではなくカウンターから目の 

届く範囲での整備となる。 

 煉瓦館（熊取交流センター）では既にフリーWi-Fi を整備済み。公民館・町民会館には

整備後導入予定。 

 

 ・社会教育委員会議での取り組み内容として指定管理者制度の導入の是非に関することが挙

げられているが、図書館については結論が出たと認識している。まだ検討の余地があるとい

うことか 

→（事務局） 

 公民館・町民会館整備後の管理運営については未定であるため、社会教育委員会議におい 

てもご意見を伺っていきたいと考える。 



 

〇案件２について 

・熊取町公民館・町民会館整備事業基本設計・実施設計業務の公募型プロポーザルの結果

について①「経過」②「参加表明書提出業者」③「一時審査（実施体制評価）結果」④「二

次審査（提案審査）結果」⑤最優秀提案者（契約候補者）の選定」⑥「当面のスケジュー

ル」について事務局から説明を行った。 

 

【委員からの主な意見と質疑】 

 

・最優秀提案者の主な実績は 

→（事務局） 

 近隣の実績について紹介 

 

・町民にとってより良い施設となるよう、広く情報発信し、周知に努められたい 

→（事務局） 

 町広報紙や町ホームページでの周知、整備検討委員会をはじめとする各委員会等での意

見聴取を行う。また住民の方対象の説明会や利用者の方々の利用調整も含めたヒアリン

グ、パブリックコメント等も検討する。 

 

                                     など 

 

 

８ 会議の情報       名称     社会教育委員会議 

              根拠法令等  社会教育委員会議運営規則 

              設置期間   昭和５７年４月１日～ 

              所轄事項   教育委員会の社会教育に関する諮問に応じ、

これに対して意見を述べること。 

               委員数    ９人 

 

 ９ 担当課         生涯学習推進課 

 


